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ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
学
・
佛
教
学
研
究
所
よ
り
、
新
た
に
研
究

誌
が
企
画
さ
れ
、
こ
の
た
び
そ
の
第
一
冊
が
出
版
さ
れ
た
。
ぐ
ｃ
愚
。
‐
冒
号
惚

旦
ロ
冒
昌
国
固
昌
雪
“
弓
。
』
富
（
国
胃
曾
巨
ご
Ｇ
２
Ｃ
ｐ
）
・
標
題
が
示
す
よ

う
に
、
こ
の
く
の
愚
。
‐
旨
：
〆
は
、
己
盲
目
昌
冒
日
（
法
称
シ
・
己
‐
爵
ｅ

の
作
品
に
お
け
る
全
詩
頌
の
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
る
索
引
で
あ
る
。

チ
、
ヘ
ッ
ト
の
伝
承
で
は
、
佛
教
認
識
論
及
び
論
理
学
に
関
す
る
ロ
冒
威
‐

目
四
冨
昌
の
著
作
は
、
「
七
量
」
今
昏
且
目
餌
胃
旨
唇
冒
）
と
呼
ば
れ
る

が
、
そ
の
う
ち
こ
こ
に
取
り
挙
げ
ら
れ
た
作
品
と
そ
の
月
①
鷲
は
次
の
よ

震
う
で
あ
る
。

］
）
も
吋
閨
邑
倒
口
曾
ご
曽
心
ヰ
一
戸
Ｐ
Ｈ
ｐ
ｐ
〕
ぐ
）

弓
目
騨
日
勤
ロ
四
昇
働
Ｈ
詐
涛
Ｐ
ｌ
園
倒
『
濤
叫
（
ゆ
曽
展
穴
鄙
岸
四
コ
含
目
ご
ｇ
Ｐ
弓
）
・

閃
具
園
．
旨
ご
Ｐ
、
巴
問
い
》
シ
○
ｓ
目
（
さ
さ
四
の
い
い
屋
ご
当
い
］
１
９
拝

興
昌
や
劃
⑭
ｌ
司
輿
芦
切
胃
１
房
、
『
（
○
○
門
画
、
の
ロ
〔
昌
四
）
・

勺
ぐ
は
全
四
章
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
陣
①
旨
胃
］
盲
目
教
授
は
、
四
章

の
順
序
に
関
し
て
忌
胤
（
２
．
昌
苫
ぃ
鳥
四
）
の
第
一
、
第
二
、
第
三

国
．
聾
臼
烏
の
冒
閂
教
授
の

新
刊
害
並
び
に
論
文
紹
介

吉
ロ
ー
ｒ

晴

輝

章
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
、
第
三
、
第
一
章
と
改
め
て
用
い
て
い
る
。
特

に
チ
、
雲
ヘ
ッ
ト
の
伝
承
に
も
と
づ
き
、
理
論
上
、
実
践
上
の
理
由
か
ら
で

あ
る
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
長
崎
法
潤
「
プ

ラ
マ
１
１
ナ
・
プ
ー
ル
テ
ィ
カ
為
自
比
量
章
の
順
位
」
（
佛
教
学
セ
ミ
ナ

ー
第
、
号
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
弓
ぐ
は
す
零
へ
て
詩
頌
で
あ
り
、
そ

の
総
詩
頌
数
は
、
一
四
五
四
頌
で
あ
る
。

巴
弓
Ｈ
ｐ
Ｂ
曽
田
く
旨
威
ｏ
ｐ
く
ぃ
唇
（
も
ご
旨
）

色
）
ｏ
ｐ
Ｐ
耳
①
Ｈ
月
目
ぐ
①
雰
胃
．
ロ
ロ
日
日
Ｐ
丙
司
角
の
毛
計
湧
日
習
昌
昌
‐

昌
胖
包
罠
四
ヶ
胃
．
嵐
騨
ロ
蔚
庁
呵
昌
ご
こ
ぶ
沙
日
．
乏
旨
冒
喧
雷
．

ご
）
○
』
戸
騨
弓
冨
門
旨
”
届
．
⑳
甘
言
丙
①
］
嚴
叶
》
ご
｝
畠
Ｈ
自
己
自
烏
毎
ｍ
勺
園
ｇ
冒
呼

ご
ゅ
く
旨
汁
四
吋
伊
菅
画
．
閥
Ｐ
己
３
房
ソ
雪
間
昏
習
旨
国
風
貝
一
日
．
乏
罵
目

］
④
『
函
。

Ｃ
）
の
ぽ
ふ
一
尾
含
Ｃ
Ｈ
匡
胃
咽
胃
屋
①
①
（
｝
詳
冒
Ｃ
二
○
玲
岸
）
ｃ
］
昌
一
］
ぬ
（
｛
．
四
ｍ
ｍ
四
『
Ｉ
函
画
、

ご
群
）

詩
顔
と
散
文
に
よ
る
全
三
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
む
く
旨
の
詩
頌
の
多

く
は
、
句
ぐ
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
は
五
十
九
頌
、
第
二
章
は

七
十
五
頌
、
第
三
章
は
八
十
七
頌
、
総
数
三
二
頌
で
あ
る
。
尚
第
三

章
の
詩
頌
番
号
と
用
冨
侭
呂
旨
○
口
と
の
対
応
は
衿
弓
①
且
寓
目

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

巴
国
の
目
巨
］
〕
昌
岳
（
国
屡
）

同
．
聾
①
旨
舜
昌
冒
①
Ｈ
》
口
浄
］
胃
目
色
冨
拭
は
》
の
国
○
冨
宮
ロ
ー
巳
〕
．
目
昌
冒
胃
．

昇
暑
］
①
巨
昌
垣
句
式

㈲
ぐ
胃
（
９
『
習
昏
習
巨
冒
冒
四
）
の
第
一
頌
を
散
文
で
解
釈
し
た
も
の
で

あ
り
、
引
用
詩
頌
は
こ
の
勺
く
Ｆ
］
の
詩
頌
の
み
で
あ
る
。
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佛
教
の
認
識
論
・
論
理
学
に
関
す
る
学
派
は
、
ロ
四
国
蜜
や
己
冒
『
‐

冒
己
凰
昌
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る

チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
を
研
究
す
る
場
合
に
大
き
な
目
．
（
胃
弓
が
あ
る
。
と

ら
く
回
Ｑ
ｐ
ｐ
ぐ
脚
ぐ
ゅ
宮
へ
く
ｚ
）

Ｉ
、

Ｌ
Ｌ
０
／
、
，

笥
冒
の
ｏ
昌
武
○
口
＆
勺
①
置
口
函
（
冒
色
○
面
Ｈ
巳
〉
。
①
〕
能
．
四
句
吟
ヴ
函
Ｉ
』
つ
つ
ｐ

、
刈
〆

へ
）
・

す
べ
て
散
文
で
書
か
れ
、
そ
の
中
に
三
詩
頌
が
含
ま
れ
て
い
る
の
み
で

↑
め
印
Ｃ
Ｏ

巴
印
騨
Ｈ
ロ
ワ
四
口
ｅ
豈
騨
宅
色
臥
］
ぷ
ぃ
（
の
も
）

〃
両
．
国
門
口
自
署
己
冒
の
局
、
ご
ロ
秒
ロ
ロ
ゆ
ぽ
司
武
砿
、
色
ヨ
ワ
四
コ
今
固
い
ロ
四
国
炭
、
脚

‐
卜
■

目
⑦
叫
再
‐
日
艮
ロ
ワ
の
届
①
甘
口
己
叩
乏
悶
悶
冒
酋
．
岳
置
．
鴎
］
ｌ
ｇ
Ｐ

二
十
五
の
詩
頌
よ
り
成
っ
て
い
る
。

つ
）
ｍ
Ｐ
ｐ
詐
誹
ロ
倒
旨
時
一
吋
国
璽
（
胃
一
彦
画
〕
へ
め
め
シ

、

。
／
、

目
巨
月
の
ｇ
〕
①
Ｈ
ご
酉
儲
］
門
ａ
】
月
忌
の
訂
置
一
づ
２
，
９
６
今
め
（
月
三
】
〕
の
ヨ
ー

ト

‐
ゆ
會
臥
具
訓
群
．
脚
国
詐
浄
壗
騨
望
（
一
（
再
昌
］
・
二
罵
声
．
ご
夢
汽
『
局
陣
】
的
騨
ヨ
ゴ
ヰ
画
］
三
コ
」
一
号
Ｐ
扇
子

お
亘
昌
ご
國
屏
割
く
旨
津
沙
色
①
ぐ
Ｐ
・
弓
Ｃ
茸
○
ぬ
司
四
型
』
雪
句
．

議
論
全
体
を
包
括
す
る
一
つ
の
詩
頌
と
九
十
四
の
当
首
Ｐ
よ
り
成
っ
て

ｎ
る
９

１

（
以
上
に
挙
げ
た
作
品
の
内
容
・
研
究
の
概
観
は
宮
坂
宥
勝
「
ダ
ル
マ

キ
ー
ル
テ
ィ
の
生
涯
と
作
品
」
出
密
教
文
化
兜
号
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
七
部
の
作
品
の
う
ち
旨
ｚ
箇
租
ｇ
］
目
・
《
は
、
す
雫
へ
て
砂
昇
国

体
で
あ
り
、
詩
頌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
索
引
の
対
象
か
ら

は
除
か
れ
て
い
る
。
）

著
者
鷲
。
冒
胃
］
冒
臼
‐
教
授
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
チ
ベ
ッ
ト
学
・
佛

教
学
科
の
教
授
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が

圭
納
｝
丈
〕
Ｏ

研
究
書

》
》
ワ
ゴ
曾
同
自
己
国
鄙
は
）
の
国
昇
ロ
冨
国
Ｑ
ｐ
宮
《
《
》
弓
臼
冒
胃
月
忌
ｇ
耐
（
旨
日
目
Ｃ
ｘ
誌

ロ
ロ
（
冒
埼
の
戸
○
国
“
育
昌
扁
拝
⑦
Ｈ
勿
曽
〕
切
屏
儲
拝
１
、
Ｈ
Ｑ
開
茸
目
ｇ
］
ロ
ロ
胃
）
愚
①
甘
昌
】
ぬ

口
唇
Ｑ
シ
ロ
日
日
戸
冒
飼
①
ロ
ゞ
畢
舅
①
ど
こ
雪
．

〕
》
］
〕
彦
ｐ
Ｈ
旨
］
己
内
国
は
》
唾
弓
再
画
『
己
騨
ご
ゆ
ぐ
屋
ど
の
○
四
割
っ
ぽ
《
《
》
雨
尋
の
拝
の
め
嵐
四
も
再
○
二
叩

△
。
、

い
く
回
『
匡
働
ロ
昌
討
〕
２
〕
胃
国
》
目
ｇ
」
閂
門
ご
鼻
厨
巳
〕
の
吋
弓
①
ｘ
け
自
己
、
笛
己
、
‐

丙
Ｈ
］
詐
庁
の
×
汁
①
》
弄
与
『
旨
①
国
］
④
『
函
。

研
究
論
文
（
言
旨
〕
］
○
Ｈ
胃
岸
唖
。
胃
犀
昏
時
ｅ
ｏ
屏
昌
〕
（
ぎ
ぎ
今
冒
呈

い
う
の
は
、
チ
尋
ヘ
ッ
ト
の
学
僧
は
ほ
と
ん
ど
の
ぱ
あ
い
、
チ
等
ヘ
ッ
ト
訳
さ

れ
た
ｄ
ｇ
Ｈ
目
色
固
昌
の
作
品
を
全
く
暗
謡
し
て
お
り
、
従
っ
て
こ
う
い

っ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
文
献
に
は
非
常
に
多
く
の
引
用
句
が
あ
り
、
な
か
で
も

弓
国
冒
曽
ゆ
く
胃
茸
弄
四
や
国
ゅ
自
営
Ｐ
昌
冒
の
。
昌
四
か
ら
多
く
引
用
さ
れ
て

。
。
座
、

い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
己
冒
９
国
同
昌
の
思
想
を
正
し
く
想
起
す

る
た
め
に
は
適
切
な
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
我
麦
が
こ
う
い
っ
た

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
研
究
す
る
場
合
に
陸
こ
の
多
量
の
引
用
句
の
出
典
と

そ
の
文
脈
を
容
易
に
見
出
し
得
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。
こ
の
「
索

引
」
は
、
こ
う
い
っ
た
研
究
上
の
道
具
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ

ベ
ッ
ト
佛
教
に
お
け
る
房
雪
員
這
冨
‐
苛
員
ミ
ミ
の
研
究
が
助
長
さ
れ
ん

こ
と
を
願
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
著
者
は
序
文
に
述
べ

て
い
る
。
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○
黒
色
聖
①
己
の
ロ
ロ
皇
シ
］
‐
の
巨
ご
宮
『
固
〕
含
閃
き
○
勺
三
き
め
○
亘
昌
①
】
国
（
一
．

［
ｌ
〆
［
目
》
忌
雪
ｌ
ご
ｍ
Ｐ
弓
旨
ど
の
］
‐
国
巴
請
各
国
津
冒
吋
ａ
①
嵐
ロ
ロ
ニ
の

聾
三
協
旨
ロ
頓
〕
団
ｇ
〆
弓
，
く
〕
岳
ご
ｌ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の

み
を
挙
げ
る
）

ご
己
尉
Ｆ
詳
閂
呉
巨
Ｈ
Ｑ
①
め
昌
甘
Ｈ
の
〕
］
ｚ
望
凹
胃
騨
《
《
国
昌
く
》
邑
臼
．

〕
芯
ｐ
Ｈ
隙
は
閂
君
⑦
勗
①
嵐
Ｐ
冒
巴
四
四
国
、
《
《
国
巳
ぐ
目
』
忌
畠
．

》
】
ご
凹
己
苣
閏
口
沙
口
四
巴
、
嵐
○
日
目
ｇ
昇
鼻
Ｏ
Ｈ
ｏ
四
口
”
臥
四
や
、
食
園
負
ご
胃
目
》

』
ぬ
の
鱈
・

》
〕
国
の
ヨ
○
月
百
浬
固
い
①
】
〕
国
自
滅
ぐ
四
Ｈ
凹
め
の
．
夢
抑
日
巳
司
ｏ
ご
○
ヨ
⑦
〕
’
邑
言
一
《
《
詞
（
一
・

〕
肉
迪
昌
や
②
・
・

こ
己
旨
同
】
〕
す
三
の
匡
昌
詞
竺
ｏ
ｍ
嵐
普
一
〕
陦
呉
く
習
昌
言
冒
冨
ヨ
ヴ
ｇ
ワ
ロ
Ｐ
Ｈ
‐

］
己
己
白
門
は
《
《
詞
（
一
．
叫
潤
三
‐
盟
口
目
〕
句
の
印
諒
巳
一
己
津
言
胃
，
田
』
’
色
［
う
ぐ
沙
壹
ロ
ｏ
Ｈ
》

Ｈ
＠
ｍ
ｍ
‐
の
④
。

》
シ
畠
Ｈ
匡
旨
匡
肉
①
芹
‐
Ｅ
旦
国
①
唱
罠
ウ
ｇ
ご
戸
騨
Ｈ
冒
己
自
崗
は
《
《
国
昌
〆
ぐ
》

二
○
ｑ
ニ

レ
く
一
ト
。

。
。
汚

〕
》
ｚ
①
弓
の
目
〕
農
叶
芹
‐
時
Ｐ
四
目
①
ロ
嚴
旦
も
Ｈ
Ｐ
Ｂ
Ｐ
国
曾
く
ニ
ご
釦
○
④
思
い
戸
帥
時
黒

っ
ぽ
い
ご
蔚
尉
《
《
）
国
ｅ
ｘ
ぐ
目
》
Ｈ
②
司
騨

ト

ご
国
口
島
冒
魚
己
胃
冒
］
門
ぐ
餌
昌
儲
さ
茸
酋
冒
《
《
国
昌
減
ぐ
目
》
己
弱
．

〕
・
○
自
辻
〕
①
胃
ご
冨
罵
ご
局
⑦
庁
騨
武
○
口
昌
庁
彦
①
⑱
与
国
匡
勘
く
ゆ
ず
の
庁
三
］
《
《
国
（
一
・

〆
く
胃
国
》
］
や
司
吟

】
》
己
①
Ｈ
同
旨
］
⑦
詳
巨
ロ
ぬ
い
ご
ｏ
肘
ｊ
ご
○
ロ
ヮ
ご
騨
吋
昌
○
詐
騨
『
ゆ
め
Ｐ
も
○
ゴ
Ｐ
己
叶
昌
肉
色
‐

Ｈ
Ｐ
。
四
コ
胃
《
《
国
Ｐ
Ｍ
肉
〆
》
旨
＠
コ
●

、

》
》
○
国
昏
①
。
鼻
①
四
国
ロ
署
○
片
炭
、
ａ
昏
○
ｚ
四
辱
倒
ぐ
涛
妙
切
曽
づ
戸
胃
儲
‐

ぐ
口
己
巨
旨
島
《
園
〔
一
・
】
閉
〕
応
月
］
や
司
式
．

諜
凰
昌
旦
冒
曾
教
授
の
研
究
領
域
は
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
思
想
の
認

識
論
・
論
理
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
ワ
冒
弓
畠
同
昌

研
究
に
お
い
て
は
、
精
力
的
と
も
い
え
る
数
衣
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
こ
れ

ま
で
に
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
。
な
か
で
も
》
）
夕
『
己
昌
呂
胃
詳
巨
且
国
①
唱
氏

ご
昌
己
冒
岸
‐
冒
四
固
昌
｛
《
と
い
う
論
文
は
、
習
四
９
割
Ｐ
と
い
う
概
念
を

ロ
言
月
日
Ｐ
冨
昌
の
思
想
体
系
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
全

貌
を
窺
お
う
と
試
み
た
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
機
会
に
、
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
、
教
授
の
研
究
の
一
端
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
論
文
は
、
淳
魚
日
ロ
一
国
ぐ
胃
昌
胃
（
国
『
）
第
一
章
聾
習
・
昏
目
目
‐

言
冒
曾
に
対
す
る
目
原
胃
昌
己
自
昌
に
よ
る
自
注
ソ
認
う
鼻
陸
弓
く
め
ど
）

に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
聾
国
ご
冒
習
劃
騨
と
い
う
言
葉
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
で
あ
る
。
検
討
す
る
に
及
ん
だ
用
例
は
三
四

七
箇
所
で
あ
る
と
著
者
は
述
皐
へ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
論
文
中
で
の
屯
ご
及

び
勺
く
い
く
か
ら
の
引
用
箇
所
の
一
覧
表
が
論
文
末
尾
に
あ
り
、
そ
れ
に

よ
る
と
一
○
三
箇
所
に
及
ん
で
い
る
。
以
下
簡
略
に
要
点
を
追
っ
て
述
・
へ

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「
目
的
を
満
た
す
能
力
の
あ
る
（
肖
昏
巴
凰
嵐
厨
ロ
日
島
）
事
物
が
、
最

高
の
意
味
で
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
」
つ
』
３
号
）
。
と
い
う
の
は
目

的
を
満
た
し
う
る
有
能
性
な
○
鰯
〔
一
画
）
が
、
実
在
（
ご
蛍
印
目
）
の
標
識
で

あ
り
、
無
能
性
が
非
実
在
の
標
識
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
喝
］
忠
』
匡

ｌ
］
寵
）
呼
甸
く
ゆ
く
の
巳
ウ
く
。
ｐ
○
国
』
軍
腰
》
饅
－
ｓ
。

己
冒
Ｈ
目
色
固
日
の
体
系
に
と
っ
て
、
実
在
の
標
識
は
こ
の
よ
う
な
事
物

の
有
能
性
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
有
能
性
は
事
物
の
り
『
号
冨
ぐ
圏
に
基

局rー
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づ
い
て
い
る
。
即
ち
事
物
が
目
的
を
満
た
し
得
る
か
い
な
か
は
、
そ
れ
が

対
応
す
る
芽
Ｐ
ｇ
習
四
を
も
っ
て
い
る
か
い
な
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ

し
て
い
か
な
る
野
Ｐ
ｇ
習
国
を
も
も
た
な
い
事
物
は
、
何
ら
目
的
を
満

た
し
得
ず
、
従
っ
て
実
在
性
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
（
層
．
房
蝉
匡
‐

』
“
い
』
、
）
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ま
ず
著
者
は
、
事
物
の
望
三
）
扇
ぐ
四
と
は
結
果
を

生
ず
る
（
圃
昌
○
ｓ
目
四
国
砂
‐
）
能
力
（
蟹
胃
仔
）
で
あ
る
、
と
多
く
の
引
用

例
を
も
っ
て
規
定
す
る
。
そ
し
て
聾
『
騨
冒
胃
四
は
、
百
国
園
‐
｝
冨
爲
目
‐
．

具
凰
８
口
四
‐
等
の
限
定
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
し
か
も
直
接
、
原
因

（
弓
且
目
色
目
）
で
あ
る
と
も
表
示
さ
れ
る
こ
と
を
著
者
は
示
す
（
弓
．
］
器
〕

］
い
’
］
、
吟
や
、
）
。

と
こ
ろ
で
己
冒
】
，
目
騨
国
昌
に
と
っ
て
は
、
結
果
を
生
ず
る
原
因
と
は
、

単
一
に
存
在
す
る
の
で
な
く
、
原
因
の
複
合
体
（
胃
冒
鼠
冒
損
国
）
な
の

で
あ
る
か
ら
、
結
果
を
生
ず
る
要
国
目
胃
餌
は
、
原
因
の
複
合
体
の

等
己
〕
目
ぐ
Ｐ
で
あ
る
。
即
ち
結
果
を
生
ず
る
有
能
性
と
し
て
規
定
さ
れ
た

複
合
体
の
属
性
が
、
聾
色
冒
曽
Ｐ
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
層
．
］
匿
自
坐
憩
》

胃
』
）
。

〔
こ
れ
ら
の
共
通
の
原
因
の
な
か
の
〕
何
か
一
つ
の
能
生
者
が
、
こ
の

よ
う
な
〔
能
生
者
と
い
う
〕
聾
鯉
冒
習
、
四
を
も
つ
の
で
は
な
く
て
、
能

生
者
で
あ
る
〔
原
因
の
〕
複
合
体
が
こ
の
よ
う
な
等
里
〕
目
一
『
Ｐ
を
も

つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
〔
複
合
体
〕
の
み
が
〔
論
理
根
拠
と
し
て

の
結
果
を
通
し
て
〕
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
複
合
体
の

み
が
、
結
果
に
お
い
て
聾
『
窪
目
凹
凸
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
の
根
拠

な
の
で
あ
る
（
弓
］
雷
ゞ
や
こ
｝
国
あ
く
壱
鵠
）
こ
’
皆
）
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
り
『
四
ｇ
習
四
は
、
己
冨
昌
国
同
昌
の

概
念
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
か
を
、
著
者
は
次

に
示
し
て
い
る
。

表
象
つ
涛
騨
官
島
）
の
対
象
と
い
う
も
の
は
、
特
殊
な
事
物
な
の
で
は

な
く
、
実
在
し
な
い
一
般
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
多
く
の
特
殊
な
事

物
を
他
の
事
物
か
ら
共
に
区
別
す
る
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

巨
国
Ｈ
目
色
同
日
の
場
合
、
あ
る
事
物
に
つ
い
て
表
象
を
も
ち
得
る
の
は
、

「
〔
論
理
根
拠
と
し
て
の
〕
完
全
な
原
因
を
通
し
て
推
論
さ
れ
る
結
果
の

生
起
を
、
我
交
は
〔
こ
の
よ
う
な
原
因
の
〕
ソ
言
号
目
ご
色
と
呼
ぶ
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
〔
結
果
の
生
起
は
〕
こ
れ
以
外
の
い
か
な
る
事
象

に
も
依
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
ぐ
．
ご
。
ま
た
こ
の
〔
結
果
の
生
起
〕

と
い
う
も
の
は
、
対
応
し
て
連
接
し
て
い
る
〔
原
因
の
複
合
体
〕
以
外

の
も
の
に
依
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
〔
複
合
体
〕
に
の
み
結

び
つ
け
ら
れ
た
、
事
物
（
即
ち
、
複
合
体
）
の
り
『
騨
冒
胃
Ｐ
な
の
で
あ

る
。
こ
の
ぱ
あ
い
（
即
ち
、
原
因
が
完
全
に
原
因
の
複
合
体
と
し
て
集

合
し
て
い
る
ぱ
あ
い
）
、
完
全
な
原
因
か
ら
、
結
果
の
生
起
の
可
能
性

の
み
が
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
完
全
な
〔
複
合
体
と
し

て
集
っ
た
原
因
〕
に
よ
っ
て
、
結
果
を
生
ず
る
有
能
性
が
推
論
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
〔
結
果
を
生
ず
る
〕
有
能
性
は
、
そ
の
複

合
体
に
の
み
結
び
つ
け
ら
れ
〔
そ
れ
以
外
の
い
か
な
る
原
因
に
も
依
存

し
な
い
の
で
あ
る
〕
。
そ
れ
〔
有
能
性
〕
が
、
従
っ
て
、
〔
こ
の
複
合
体

の
〕
等
号
目
ぐ
酉
と
し
て
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
弓
皀
雷
、
畠
占
憩
》

吟
誰
而
ご
い
く
●
画
』
Ｉ
式
］
）
。
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「
分
離
」
（
息
○
冒
乞
と
い
う
手
続
き
を
経
て
可
能
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
こ
の
よ
う
な
多
く
の
事
物
に
と
っ
て
の
共
通
し
た
差
異
性
と
い
う
も
の

は
、
多
く
の
事
物
が
同
等
の
判
定
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
ｐ
冨
門
目
四
国
段
が
、
「
複
合
体
の
り
ぷ
旨
目
ぐ
ど

と
い
う
こ
と
を
言
う
の
は
、
多
く
の
原
因
が
同
じ
結
果
を
生
ず
る
と
い
う

事
実
を
表
わ
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
（
弓
．
届
ロ
喝
ｌ
］
認
｝
呼
固
己
Ｐ
ｆ
ご
。

従
っ
て
こ
こ
に
言
う
「
分
離
」
も
、
事
物
の
り
『
鯉
ｇ
留
騨
と
い
う
も
の
に

基
づ
い
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
己
冒
『
ョ
曾
冨
畳
は
次
の
よ
う
に
言

』
フ

。

表
象
的
認
識
含
司
…
国
富
菅
冒
）
は
、
〔
事
物
の
〕
勢
邑
包
］
習
邑
を
把

握
す
る
こ
と
を
通
し
、
そ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
な
い
事
物
を
区
別
す

る
こ
と
に
基
づ
い
て
生
ず
る
（
一
〕
．
己
］
シ
コ
ョ
．
ミ
首
Ｊ
ぐ
く
．
割
）
。

こ
こ
に
い
う
表
象
の
対
象
と
い
う
も
の
が
、
従
っ
て
ま
た
言
葉
の
意
味

（
国
＆
の
具
匡
晶
）
が
、
尊
昌
）
颪
ご
Ｐ
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
実
在

的
な
特
殊
性
に
お
い
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
事
物
の
効
能
性
が
表

象
を
通
し
て
規
定
さ
れ
た
帰
結
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
、
非
実
在
的
な
同

等
性
（
ｇ
ｇ
ｏ
ｇ
ｏ
芹
）
に
お
い
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

物
の
野
四
ｇ
胃
曾
は
、
同
等
性
と
い
う
観
点
の
も
と
で
、
そ
れ
ら
に
共
通

す
る
他
の
も
の
か
ら
の
差
異
を
判
定
す
る
と
い
う
手
順
に
基
づ
い
て
、
表

象
さ
れ
、
言
葉
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

ご
目
Ｈ
目
騨
冨
昌
の
体
系
に
お
け
る
か
か
る
意
味
で
の
聾
酋
目
胃
騨
は
、

我
費
が
〕
》
国
の
唱
霞
《
↑
と
し
て
理
解
し
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
の
で
あ
る
、

と
著
者
は
い
う
言
．
乞
い
や
旨
）
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
「
概
念
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
？
四
ｇ
習
国
と
い

う
も
の
は
、
己
冨
冒
国
司
員
の
論
理
学
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
を
著
者
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

推
論
が
正
し
い
認
識
（
］
〕
国
日
営
四
目
）
で
あ
り
得
る
た
め
に
は
、
原
則

と
し
て
次
の
二
つ
の
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一

に
、
知
ら
れ
て
い
る
概
念
、
即
ち
論
理
根
拠
が
正
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
第
二
に
、
知
ら
れ
て
い
る
概
念
、
即
ち
根
拠
言
。
目
乞
と
、
未
決

定
の
概
念
、
即
ち
帰
結
（
閏
（
言
冨
日
）
と
い
う
二
つ
の
概
念
の
問
に
論
理

的
連
関
、
即
ち
「
包
括
」
菖
目
艮
色
躬
昌
詞
《
《
（
ご
冒
冒
岳
）
が
存
在
す
る
こ

と
（
弓
．
ｇ
］
』
巨
出
Ｂ
》
忌
）
。
ロ
冒
冒
国
司
目
は
、
こ
の
よ
う
な
二
概

念
間
の
論
理
的
連
関
に
対
す
る
条
件
と
し
て
、
要
『
堅
〕
鼠
ぐ
ぃ
に
よ
る
そ
れ

ら
の
結
合
（
妥
国
ｇ
胃
眉
目
三
〕
己
〕
（
三
島
）
と
い
う
も
の
を
考
え
る
。

呼
島
目
ぐ
ぃ
に
よ
る
結
合
が
存
在
す
る
ぱ
あ
い
、
あ
る
事
象
（
根
拠
）

は
、
〔
他
の
〕
事
象
（
帰
結
）
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
（
ロ
Ｐ
ご
号
冒
‐

ｏ
四
吋
凹
武
）
念
．
唾
ｇ
シ
ロ
目
．
雪
罰
勺
ぐ
の
ぐ
固
蝉
届
出
ｅ
。

こ
の
の
ぐ
四
三
〕
習
騨
に
よ
る
結
合
と
い
う
も
の
は
、
二
つ
の
概
念
が
同
じ
実

在
性
を
規
定
し
て
い
る
場
合
に
の
み
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
一

方
の
概
念
が
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
他
方
の
概
念
が
規
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
同
一
（
屋
曾
昌
切
目
）
な
の
で
あ
る
。
二
概
念

間
の
論
理
的
連
関
は
、
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
実
在
的
な
同
一
性
（
旨
己
①

目
⑦
昌
岸
算
）
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ｂ
ｇ
Ｈ
冒
騨
同
日
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
実
在
的
な
同

一
性
と
い
う
意
味
で
の
聾
『
号
目
ご
ｇ
国
威
ｇ
且
冒
と
と
も
に
、
ま
た

結
果
と
い
う
概
念
と
、
原
因
と
い
う
概
念
と
の
関
係
を
意
味
す
る
場
合
の

ウ ヴ
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曾
号
目
ご
名
国
は
冒
且
目
が
存
在
す
る
合
い
ｓ
Ｐ
ｌ
巴
・
ロ
盲
『
日
四
国
日

自
身
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
著
者
に
な
ら
っ
て
そ
の
ま
ま
引
用
し

し
生
澤
フ
。

従
っ
て
そ
れ
〔
根
拠
〕
と
の
み
結
び
つ
い
て
い
る
ザ
『
騨
喜
習
曾
（
即

ち
帰
結
）
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
性
質
（
匡
固
く
島
）
を
非
存
在
に
す
る

（
ぐ
。
い
い
四
ｌ
の
）
Ｏ

例
え
ば
〔
存
在
し
な
い
〕
木
が
、
四
目
雷
君
を
〔
非
存
在
に
す
る
〕

よ
う
に
。
小
枝
な
ど
を
も
っ
て
い
一
る
特
定
の
〔
事
物
が
〕
そ
の
よ
う
に

（
即
ち
こ
四
目
蟹
圃
《
↑
と
い
う
名
で
）
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ

の
〔
木
〕
は
、
こ
の
〔
特
定
の
事
物
の
〕
り
『
Ｐ
ｇ
胃
色
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
さ
し
く
曽
国
匡
風
ぐ
Ｐ
が
事
物
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て

そ
れ
自
身
の
聾
国
巨
〕
習
騨
な
し
に
事
物
が
存
立
し
得
よ
う
か
。
だ
か
ら

そ
れ
〔
根
拠
、
』
』
凹
昌
蟹
圃
・
《
〕
は
、
聾
虜
ｇ
習
曾
に
よ
る
結
合
の
故

に
、
〔
帰
結
、
｜
‐
木
」
〕
を
離
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、
原
因
は
結
果
を
〔
非
存
在
に
す
る
〕
。
な
ぜ
な
ら
〔
結
果

は
原
因
を
〕
離
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
く
鴎
・
Ｉ
（
一
）
。

存
在
し
な
い
原
因
は
結
果
を
非
存
在
に
す
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ

は
そ
れ
の
結
果
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
因
と
結
果
の

確
定
し
た
関
係
と
い
う
も
の
は
、
〔
そ
の
原
因
に
対
す
る
結
果
の
〕

聾
§
高
く
餌
を
確
定
す
る
。
従
っ
て
両
者
の
場
合
と
も
、
〔
帰
結
が
存

在
し
な
い
と
き
、
根
拠
の
〕
存
在
し
な
い
こ
と
が
、
等
騨
匡
〕
ず
画
に
よ

る
結
合
を
通
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
で
は
な
い
と
き
（
結
合
が
存
在
し
な
い
と
き
）
、
一
方
の
非
存
在

に
よ
っ
て
、
他
方
の
非
存
在
が
ど
う
し
て
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

馬
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
の
人
が
牛
を
も

っ
て
い
な
い
と
い
え
る
か
。
ま
た
同
様
に
、
ど
う
し
て
一
方
が
存
在

す
る
か
ら
と
い
っ
て
他
方
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
牛
を
も
っ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
人
が
馬
を
も
っ
て
い
る
と
ど
う
し
て
い

え
る
か
（
く
ど
・
瞳
ｌ
圏
）
。

従
っ
て
根
拠
（
胃
目
乞
は
帰
結
（
鼠
巳
〕
苫
目
）
を
、
り
、
宮
ｇ
男
色
に
よ

る
結
合
に
基
づ
い
て
の
み
、
認
識
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

〔
結
合
〕
は
、
「
そ
れ
の
存
在
」
（
目
号
目
罵
ら
）
と
し
て
か
、
あ
る
い

は
「
そ
れ
か
ら
の
生
起
」
（
国
目
９
画
詐
仔
）
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
言
い
＆
も
土
即
勺
く
い
ぐ
弓
．
昼
鵠
１
頁
届
）
。

こ
の
り
、
号
園
く
息
国
は
冨
且
目
の
二
つ
の
形
式
か
ら
、
二
種
の
論
理
根

拠
が
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
概
念
（
習
鯵
ｇ
胃
塑
言
鼻
目
）
と
結
果

（
園
ご
巴
〕
ｃ
言
乞
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
論
理
根
拠
に
基
づ
い
た
二
種
の

推
論
式
の
間
に
本
質
的
な
差
異
と
い
う
も
の
は
な
い
。
こ
の
両
者
と
も
、

以
前
に
は
偽
で
あ
る
か
あ
る
い
は
い
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
概
念
を
、
知

ら
れ
て
い
る
概
念
に
基
づ
い
て
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ

し
て
と
も
に
、
根
拠
づ
け
る
概
念
と
帰
結
さ
れ
る
概
念
と
の
実
在
的
な
関

係
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
種
の
区
別
は
、
た
だ
こ
の
よ
う
な
関

係
が
、
二
種
の
仕
方
で
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
解
か
ら
出
て
く
る
も
の
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
合
い
Ｓ
当
Ｉ
屋
）
。

著
者
は
最
後
に
論
文
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
繋
四
ｇ
胃
伊
は

実
質
的
に
二
つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
存
在
論
的
に
は
、
存
在
の
原
理

と
し
て
の
事
物
の
能
力
を
意
味
し
、
論
理
学
的
に
は
、
実
在
物
に
関
係
づ

け
ら
れ
た
抽
象
的
な
構
成
物
（
ぐ
時
己
君
Ｅ
で
あ
る
概
念
を
意
味
す
る
。
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園
曽
昇
に
と
っ
て
四
貝
↑
毎
武
。
な
判
断
と
は
、
述
語
概
念
が
主
語
概
念

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
意
味
す
る
。
し
か
し
目
〕
胃
日
震
冨
Ｈ
陣
の
場
合
、

概
念
は
、
堂
）
Ｃ
ｇ
理
論
に
よ
っ
て
、
他
の
諸
可
能
性
の
排
除
以
外
の
何

も
の
も
含
ん
で
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
⑳
口
己
胃
旨
な
判
断
は
、
同
一
性
の
原
理
に
基
づ
い
て
、
す
べ
て

曾
冒
旨
凰
に
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
、
ロ
ｇ
Ｈ
‐

日
四
国
畠
の
場
合
、
推
論
関
係
（
ぐ
乱
冒
唇
）
の
必
然
性
は
、
全
く
経
験
的

に
確
証
さ
れ
る
。
そ
れ
は
り
国
冒
胃
呂
国
三
〕
秒
目
目
に
よ
っ
て
保
証
さ

れ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
実
在
的
な
同
一
性
に
他
な
ら
な
い
。

即
ち
推
論
関
係
の
基
盤
は
、
概
念
の
領
域
に
で
は
な
く
、
実
在
す
る
事
物

の
領
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
直
接
に
は
知
覚
に
依
存
し
て
い
る

の
で
あ
る
、
と
。

二
種
の
論
理
根
拠
、
聾
四
ｇ
胃
昏
①
目
と
〆
胃
怠
胃
目
と
を
用
い
た

推
論
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
方
は
同
一
判
断
に
、
他
方
は
因
果
判
断
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
従
来
の
解
釈
で
は
、
特
に

陣
。
胃
Ｈ
ｇ
葱
葛
に
よ
っ
て
、
二
種
の
推
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ｐ
ｐ
ぃ
辱
胃

と
の
冒
昏
①
盆
○
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
《
一
○
昌
昏
①

目
前
引
冒
①
冨
酋
○
ロ
旦
昏
Ｃ
聾
酋
ウ
両
脚
ご
ゆ
ず
①
首
屋
》
（
言
い
嵐
⑳
園
昌
桝
ぐ
罠
目
》

岳
忌
）
と
い
う
論
文
に
お
い
て
か
か
る
従
来
の
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
意
味
の
体
系
的
な
関
係
は
、
鐙
）
Ｃ
盲
ぐ
買
旨
の
領
域

の
な
か
で
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
、
と
。

主
な
論
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ロ
冒
甘
目
四
国
旨
の
作
品
の
く
の
罰
①
‐
目
烏
悶
が
出
版
さ
れ
た
の
を
機
会

に
、
著
者
煕
凰
巳
邑
冒
閏
教
授
の
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
た
。

。
ご
肩
口
①
Ｈ
印
詐
冒
豈
①
旨
雨
自
胃
、
ｎ
国
ご
①
詩
○
ざ
四
⑦
巨
拭
昌
画
巨
骨
］
ご
扇
国
］
届
里
肉
ロ
コ
（
庁
閏
の
津

〆岸
衿
号
凪
賦
冒
‐
①
誘
旨
Ｈ
Ｈ
斧
）
興
尉
巳
胃
①
ｐ
ｐ
ｑ
國
昼
巳
昌
騨
射
ｏ
ぽ
①
め
自
ら
ｇ
〕
己
昌
‐

ぐ
①
Ｈ
、
拝
騨
与
言
①
崖
、
己
弓
．
匡
画
×
弓
‐
汗
曽
℃
や
〆
周
ぐ
＋
隠
廊
衿
印
邑
言
）
）

次
の
要
項
で
賛
助
（
定
期
購
読
）
会
員
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
会
員
に
は
本
誌
を
発

行
後
す
み
や
か
に
お
送
り
し
ま
す
。

○
会
費
年
間
千
五
百
円
（
二
冊
分
）

○
申
込
み
州
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町

大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室

佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部

＊
郵
便
振
替
用
紙
も
御
利
用
下
さ
い
。

（
京
都
画
認
ｇ
大
谷
大
学
佛
教
学

研
究
室
）

賛
助
会
員
募
集

氷

計

､
」 一 一
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